
 
令和６年３月 1４日 

国土交通省関東地方整備局 

久慈川緊急治水対策河川事務所 

求む！！「粘性土」 

「建設発生土の官民有効利用マッチングシステム」を活用して粘性土を広く受入れます 

 久慈川緊急治水対策河川事務所では、堤防の盛土材料をつくるため公共工事、民間工事問

わず広く「粘性土」（建設発生土）を受入れます。特に、粘性土が発生する民間工事の発注

者又は受注者のみなさまには「建設発生土の官民有効利用マッチングシステム」への登録を

お願いします。 

 この「建設発生土の官民有効利用マッチングシステム」を利用することで、民間工事の建

設発生土の処分費用削減等のメリットがあります。 

 国土交通省関東地方整備局久慈川緊急治水対策河川事務所では、令和元年東日本台風を受け

て久慈川緊急治水対策プロジェクトにより、令和８年度完成を目標に築堤･河道掘削等を進めて

います。 

 その築堤材料は、河道掘削土（砂質土）と粘性土を混合し粒度調整改良して使用していますが、

今後、工事が最盛期を迎え、より多くの粘性土が必要となっております。そのため、民間工事に

おいて「建設発生土の官民有効利用マッチングシステム」を活用した受入を予定しております。   

粘性土の発生情報を求めていますので「建設発生土の官民有効マッチングシステム」への登録

をお願い致します。その後、個別に受け入れ調整をさせて頂く予定です。 

なお、マッチングシステムＨＰにも実例が掲載されておりますが、「通常困難である公共工事

との調整が実現し、処分費が削減された」などのメリットもあります。 

 １．建設発生土の受け入れ調整ができる事業者の条件 

  １）建設発生土の官民有効利用マッチングシステムに登録されている方。 

    登録されていない方は、システム登録をお願い致します。 

    システム登録は、別添資料のＵＲＬをご確認ください。登録は無料です。 

    ２）上記１）を満たした上で以下①②の双方を満たすことができる方 

   ①指定された受入場所まで無償で運搬可能な方。  

②別添記載の受入条件を遵守できる方。 

＜発表記者クラブ＞ 茨城県政記者クラブ  竹芝記者クラブ  神奈川建設記者会  

＜問い合わせ先＞  

関東地方整備局 久慈川緊急治水対策河川事務所 

電話：０２９４－７２－１１５１（代表） FAX：０２９４－７２－１１５３ 

 副所長（技） 椎木 貴敏（しいき たかとし） （内線：２０４） 

工務課長   澤野 郁央（さわの  いくお） （内線：３１１） 
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